
 

 

 

VELOREX  Press release                2026 年 10 月 18 日  

2026 SUPER GT Rond 7, AUTOPOLIS GT 3Hours RACE 

「3 時間の戦いを攻め抜いた VELOREX。激しいバトルを勝ち抜き

15 番手から６位入賞かと思いきや、レース後まさかの 1 周減算ペナ

ルティ。それでも最終的結果は、13 位完走でポイントをゲット！」 

 

●10 月 18 日（決勝） 

快晴のオートポリスで開催されたスーパーGT 第７戦『AUTOPOLIS GT 3Hours 

RACE』、決勝レース当日は早朝から多くの観客で賑わい、華やかな雰囲気の中でレースス

ケジュールが進行していきました。 

朝のウォームアップ走行を前にして、サーキット上空では福岡航空自衛隊による F2 戦闘



 

 

 

機のデモフライトを実施。爆音とスピードがサーキットを包み込み、興奮がさらに高まります。   

午前１１時 40 分から開始された２０分間のウォームアップ走行は、気温 25℃、路面温度

31℃で、予想以上に気温、路面温度共に高まっており、各チームとも午後の予選への最終チ

ェックに追われます。6 号車 UNI-ROBO BLUEGRASS FERRARI は、ニクラス・クルッ

テン選手、片山義章選手が決勝へ向けてのセットアップ変更の確認をし、8 番手タイムとなる

1 分 47 秒 269 をマーク。前夜から決勝へ向けて大きくセットアップ変更を施したのですが、

チームはその方向性が正しいことを確認し、自信を深めて決勝レースに臨みました。 

午後１時１０分、気温 25℃、路面温度３３℃というコンディションの中、交通機動隊に先導さ

れたパレードラップとフォーメーションラップの後に、スタートが切られました。スタートドライ

バーはニクラス・クルッテン選手が務め、１５番手グリッドからスタートの混乱で他車にぶつけ

られてひとつ順位を落としましたが幸いマシンにダメージは無く、1 周目は 16 番手でコントロ

ールラインを通過。3 時間の長い戦いが始まりました。 

6 号車 UNI-ROBO BLUEGRASS FERRARI は、序盤は 1６番手を走行しながら、

混戦模様のレースを戦いましたが、8 周目にひとつポジションを下げ、12 周目にふたたび前

のマシンを抜き返して 16 番手に復帰。13 周目にはスタートポジションの 15 番手までリカバ

ーします。ニクラス・クルッテン選手のペースは良いのですが、トラフィックに引っかかり、なか

なかそこを抜け出せない状態が続きました。 

21 周目に GT３００クラスのマシンがクラッシュし、セーフティカーが出されます。その時点

で６号車は 13 番手を走行中で、何台かのマシンはすでに最初のピットストップを消化してい

ました。今回のレースは 2 度の給油義務が定められています。 

27 周目に再スタートが切られ、再びニクラス・クルッテン選手の追い上げが始まります。

28 周目に 12 番手、29 周目に 10 番手、そして 32 周目には 9 番手へと浮上し、３３周目に

ピットイン。片山義章選手にドライバー交代し、１７番手でレースに復帰しました。 

実際にはアンダーカットに成功した形でレースに復帰した片山義章選手のペースは良く、

前が空いた状態では全体ベストのタイムを叩き出しながら激しく前を行くマシンを追い続け

ます。途中、トラフィックに引っかかったり、遅いマシンを抜きあぐねたりした場面もありました

が、終始ハイペースでコンスタントな周回を重ね、ライバルたちを追い続けます。 

途中、2 度目の FCY が出され、ＦＣＹ明けにライバルたちの多くが 2 度目のピット作業を

こなす中、6 号車はステイアウトでさらにポジションをアップし、残り 1 時間の段階で 2 番手

まで浮上し、63 周終了時点で再びニクラス・クルッテン選手にステアリングを委ねました。 



 

 

 

3 時間レースの終盤戦は、3 台のフェラーリが 9 番手争いで凌ぎを削る戦いとなり、前を

行くフェラーリを激しく追いつつ、後方のフェラーリとの攻防を退けるという見ごたえあるレー

スを展開。一瞬のスキをついて前に出たニクラス・クルッテン選手は一気にその集団を引き離

し、ハイペースでさらに上のポジションを狙いました。そして 8 位でチェッカーを受けた 6 号

車でしたが、上位陣に給油違反のペナルティ等が課され、暫定結果では 6 位入賞となりまし

た。しかしＧＴ５００クラスの優勝マシンが３時間経過直前にコントロールラインを通過したこと

により、もう１周追加となり、その結果、ニクラス・クルッテン選手の走行時間が最大運転時間

の超過と判断され、レース結果から１周減算のペナルティを課されてしまいました。それによっ

て最終結果は１３位完走。最低限のポイントを加算することはできましたが、非常に残念な正

式結果となってしまいました。しかしレース内容そのものは、チームにとって非常にポジティブ

であり、次戦、『ＧRAND FINAL MOTEGI』の 2 連戦に向けて、大きな手応えを得たもの

となりました。 

 

■片山義章選手のコメント 

「昨日の公式練習や予選のままでは勝ち目は無かったので、エンジニアと話し合って、決勝ま

でに大幅なセットアップ変更を試みました。ウォームアップ走行で良い感触があったので、決

勝レースはいけるかなとポジティブな雰囲気で迎えました。ニクラス・クルッテン選手のスティ



 

 

 

ントでは、ぶつけられてポジションダウンはしましたが、とても良い走りを見せてくれました。た

だ、ストレートの伸びがいまひとつで、混戦の中でライバルたちと戦うには厳しい状況だったよ

うです。それで予定より早めに自分に交代したのですが、自分でも驚くくらいペースも良く、

無線で全体のベストだよって言われるほど、マシンのバランスも良かったので、前を塞がれな

い限り、ハイペースで追い上げることができました。タイヤの状態も良かったので、もう少し自

分がロングスティントで行っていたら、さらに上位のリザルトが得られたかも知れません。それ

でも最終スティントでニクラス・クルッテン選手が素晴らしい走りを見せてくれて、最終的に 6

位入賞を飾ることができたと思ったのですが、サーキットからの帰路でペナルティの連絡を受

け、とても落胆しています。でも今回のレースセットアップは本当に良かったので、この勢いが

あれば、モテギの 2 連戦は優勝を狙えるマシンだと思います。自分はチーム代表として、逆に

落ち込んでいるスタッフたちを励まし、叱咤激励しながら 2 度とこのようなミスがないチーム

へと成長させなければなりません。このマシンを用意してくれたチームのすべてのスタッフに

感謝していますし、応援してくださった皆さん、本当にありがとうございました」 

 

■ニクラス・クルッテン選手のコメント 

「昨日から今日にかけて、チームは本当に素晴らしい仕事をしてくれました。セットアップの変

更で、これほどマシンのバランスが良くなるなんて驚きです。ストレートの速度は少し足らなか



 

 

 

ったと思いますが、コーナーリング速度はとても速く、レースのペースはとても良かったです。

オートポリスはコース上でオーバーテイクすることが難しいサーキットですが、自分たちは何

台も抜きましたし、何より次のレースに向けて良いセットアップを見つけられたことが大きいで

す。正式結果は残念ですが、次のモテギでは、表彰台狙って戦えるポテンシャルがあるマシン

だと思いますし、表彰台の中央に立てると信じています」 

 

■小倉啓悟チーム監督のコメント 

「ニクラス・クルッテン選手の運転時間超過により、正式結果では１周減算のペナルティを課さ

れてしまいました。ＧＴ５００の優勝マシンが、３時間経過の直前にコントロールラインを通過し

て、もう１周することになり、自分たちの作戦が攻めすぎていた結果となりました。１３位完走と

いうことで、最低限のポイント獲得は果たせましたが、頑張ってくれたふたりのドライバーや応

援してくださった皆さんには本当に申し訳ない結果となってしまいました。 

 正式結果は残念ですが、レースの内容に関してはとても良かったと思います。昨日の走行

データを解析して、これまでトライしてこなかったセットアップも含め、大幅変更を施したので

すが、正しい方向性であったことがウォームアップ走行でわかりました。決勝までにさらにア

ジャストしてスタートしたところ、ふたりのドライバーも満足するマシンだったようで、特に片山

義章選手のペースはすこぶる良かったです。もう数周引っ張っていればペナルティを受ける



 

 

 

こともなかったのですが、攻めた結果ですしそこは今後の課題だと思っています。 

 実際には優勝車両と同じタイミングで最後のピット作業をこなしたのですが、ピット作業時

間がタイヤ無交換や２輪のみ交換といった戦略によって異なるのが今のＧＴ３００の難しいと

ころですね。そこも来年のワンメイク化も含めてもう少し考えるべき部分かと感じています。 

 チームとしては、攻めのレースができたと思いますし、内容的には次のモテギに向けて意味

のある週末を過ごせました。応援してくださった皆さんには、モテギの結果でお返しさせてい

ただきたいと思っておりますので、引き続き応援よろしくお願いします」 

 

■本リリースに関するお問い合わせ：チームルマン広報部：info@teamlemans@co.jp 

 


